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　傳つたへ聞きく、唐土もろこし長安ちやうあんの都みやこに、蒋生しやうせいと云いふは、其その土地官員とちくわんゐんの好いい處ところ。何某なにがしの男だんで、ぐつと色身いろみに澄すました男をとこ。今時いまどき本朝ほんてうには斯樣こんなのもあるまいが、淺葱あさぎの襟えりに緋縮緬ひぢりめん。拙せつが、と拔衣紋ぬきえもんに成なつて、オホン、と膝ひざをついと撫なでて、反そる。

　風流自喜偶歩ふうりうおのづからぐうほをよろこぶ、と云いふので、一六いちろくが釜日かまびでえす、とそゝり出でる。懷中くわいちうには唐詩選たうしせんを持參ぢさんの見當けんたう。世間せけんでは、あれは次男坊じなんばうと、敬けいして遠とほざかつて、御次男ごじなんとさへ云いふくらゐ。處ところを惣領そうりやうが甚六じんろくで、三男さんなんが、三代目さんだいめの此この唐からやうと來きた日ひには、今いまはじまつた事ことではなけれど、親おやたちの迷惑めいわくが、憚はゞかりながら思遣おもひやられる。

　處ところで、此この蒋才子しやうさいし、今日けふも又また例れいの（喜偶歩ぐうほをよろこぶ。）で、靴くつの裏皮うらかはチヤラリと出懸でかけて、海岱門かいたいもんと云いふ、先まづは町盡まちはづれ、新宿しんじゆくの大木戸邊おほきどへんを、ぶらり〳〵と、かの反身そりみで、婦たぼが突當つきあたつてくれれば可いい、などと歩行あるく。

　樣子やうすが何どうも、ふびんや、餘あまり小遣こづかひがなかつたらしい。尤もつとも地ぢもの張はりと俗ぞくに號がうする徒てあひは、懷中くわいちうの如何いかんに係かゝはらず、恁かうしたさもしい料簡れうけんと、昔むかしから相場さうばづけに極きめてある。

　最もう其その門もんを出ではなれて、やがて野路のみちへ掛かゝる處ところで、横道よこみちから出でて前まへへ來きて通とほる車くるまの上うへに、蒋生しやうせい日頃ひごろ大好物だいかうぶつの、素敵すてきと云いふのが乘のつて居ゐた。

　ちらりと見みて、

「よう。」と反そつて、茫然ばうぜんとして立たつた。が、ちよこ〳〵と衣紋繕えもんづくろひをして、其その車くるまを尾つけはじめる。と婦たぼも心着こゝろづいたか一寸々々ちよい〳〵此方こなたを振返ふりかへる。蒋生しやうせいニタリとなり、つかず離はなれず尾之これをびす、とある工合ぐあひが、彼かの地ちの事ことで、婦たぼの乘のつたは牛車うしぐるまに相違さうゐない。何どうして蜻蛉とんぼに釣つられるやうでも、馬車ばしやだと然さうは呼吸いきが續つゞかぬ。

　で、時々とき〴〵ずつと寄よつては、じろりと車くるまを見上みあげるので、やがては、其その婦たぼツンとして、向むかうを向むいて、失禮しつれいな、と云いつた色いろが見みえた。が、そんな事ことに驚おどろくやうでは、なか〳〵以もつて地ぢものは張はれない。兎角とかくは一押いちおし、と何處どこまでもついて行ゆくと、其その艷えんなのが莞爾につこりして、馭者ぎよしやには知しらさず、眞白まつしろな手てを青あをい袖口そでくち、ひらりと招まねいて莞爾につこりした。

　生事せいこと、奴凧やつこだこと云いふ身みで、ふら〳〵と胸むねを煽あふつた。（喜出意外よろこびいぐわいにいづ）は無理むりでない。

　之これよりして、天下御免てんかごめんの送狼おくりおほかみ、艷えんにして其その且かつ美びなのも亦また、車くるまの上うへから幾度いくたびも振返ふりかへり振返ふりかへりする。其それが故わざとならず情じやうを含ふくんで、何なんとも以もつて我慢がまんがならぬ。此このあたり、神魂迷蕩不知兩足䟜跚也しんこんめいたうりやうそくのとつさんをしらざるなり。字じだけを讀よめば物々もの〳〵しいが、餘あまりの嬉うれしさに腰こしが拔ぬけさうに成なつたのである。

　行ゆく事こと小半里こはんみち、田舍ゐなかながら大構おほがまへの、見上みあげるやうな黒門くろもんの中なかへ、轍わだちのあとをする〳〵と車くるまが隱かくれる。

　虹にじに乘のつた中年増ちうどしまを雲くもの中なかへ見失みうしなつたやうな、蒋生しやうせい其その時とき顏色がんしよくで、黄昏たそがれかゝる門もんの外そとに、とぼんとして立たつて見みたり、首くびだけ出だして覗のぞいたり、ひよいと扉とびらへ隱かくれたり、しやつきりと成なつて引返ひつかへしたり、又またのそ〳〵と戻もどつたり。

　其處そこへ、門内もんないの植込うゑこみの木隱こがくれに、小女こをんながちよろ〳〵と走はしつて出でて、默だまつて目めまぜをして、塀へいについて此方こなたへ、と云いつた仕方しかたで、前さきに立たつから、ござんなれと肩かたを搖ゆすつて、足あしを上下うへしたに雀躍こをどりして導みちびかれる、と小ちひさき潛門くゞりもんの中なかへ引込ひつこんで、利口りこうさうな目めをぱつちりと、蒋生しやうせいを熟じつと見みて、

「あの、後程のちほど、内證ないしようで御新姐ごしんぞさんが。屹きつと御待おまち遊あそばせよ。此處こゝに。可よござんすか。」と囁さゝやいて、すぐに、ちよろりと消きえる。

「へい。」と、思おもはず口くちへ出でたのを、はつと蓋ふたする色男いろをとこ、忍しのびの體ていは喝采やんやながら、忽たちまち其その手てで、低ひくい鼻はなを蔽おほはねば成ならなかつたのは、恰あたかも其その立たたせられた處ところが、廁かはやの前まへ、は何どうであらう。蒋忍臭穢屏息良久しやうしうわいをしのんでへいそくやゝひさしは恐おそれる。

　其處そこらの芥ごみも眞黒まつくろに、とつぷりと日ひが暮くれると、先刻さつきの少女こをんなが、鼠ねずみのやうに、又また出でて來きて、「そつと〳〵、」と、何なんにも言いはさず袖そでを曳ひくので、蒋生しやうせい、足あしも地ちに着つかず、土間どまの大竈おほへツつひの前まへを通とほつて、野原のはらのやうな臺所だいどころ。二間ふたま三間みま、段々だん〳〵に次第しだいに奧おくへ深ふかく成なると……燈火ともしびの白しろき影かげほのかにさして、目めの前まへへ、颯さつと紅くれなゐの簾すだれが靡なびく、花はなの霞かすみに入いる心地こゝち。

　彌いやが上うへに、淺葱あさぎの襟えりを引合ひきあはせて、恍惚うつとりと成なつて、其その簾すだれを開あけて、キレー水すゐのタラ〳〵と光ひかる君きみ、顏かほを中なかへ入いれると、南無三なむさん。

　上段じやうだんづきの大廣間おほひろま、正面しやうめん一段いちだん高たかい處ところに、疊たゝみ二疊にでふもあらうと思おもふ、恰あたかも炎ほのほの池いけの如ごとき眞鍮しんちうの大火鉢おほひばち、炭火たんくわの烈々れつ〳〵としたのを前まへに控ひかへて、唯たゞ見みる一個いつこの大丈夫だいぢやうぶ。漆うるしの中なかに眼まなこの輝かゞやく、顏面がんめん凡すべて髯ひげなるが、兩腿りやうもゝ出だした毛けむくぢやら、蝟はりせんぼんの大胡坐おほあぐらで、蒋生しやうせいをくわつと睨にらむ、と黒髯くろひげ赤あかく炎ほのほに照てらして、「何奴どいつだ。」と怒鳴どなるのが、ぐわんと響ひゞいた。あつとも言いはず、色男いろをとこ、搖ゆすぶるやうにわな〳〵と身みをくねると、がつくりと成なつて、腰こしから先さきへ、べた〳〵と膝ひざが崩くづれる。

　少時しばらく目めが眩くらんで、氣きが遠とほく成なつて居ゐたが、チリ〳〵と琴ことが自然しぜんに響ひゞくやうな、珠たまと黄金こがねの擦すれ合あふ音おとに、氣きつけを注射さゝれた心地こゝちがして、幽かすかに隅すみの方はうで目めを開あけて、……車上しやじやうの美人びじんがお引摺ひきずりの蹴出褄けだしづま、朱鷺色ときいろの扱帶しごきと云いふので、件くだんの黒髯くろひげの大おほきな膝ひざに、かよわく、なよ〳〵と引ひきつけられて、白しろい花はな咲さく蔓草つるくさのやうに居ゐるのを見みた。

「二歳にさい。」と呼よんで、髯ひげの中なかに赤あかい口くちをくわつと開あけ、

「何どうだ、美うつくしからう、お玉たまと云いつて己おのれが妾めかけだ。むゝ、いや、土龍むぐらもちのやうな奴やつだが、此これを美うつくしいと目めをつけた眼力がんりきだけは感心かんしんぢやわ。だが、これ、代物しろものも此このくらゐの奴やつに成なると、必かならず主ぬしがあると思おもへ。汝竟想喫天龍肉耶なんぢつひにてんりうのにくをくらはんとおもふか、馬鹿野郎ばかやらう。」

　言畢いひをはつて、肩かたに手てを掛かけ、雪ゆきなす胸むねに毛けだらけの手てを無手むずと置おき、横よこに掴つかんで、ニタ〳〵と笑わらふ。……と婦たぼも可厭いとはず、項うなじも背せなも靡なびいて見みえる。

　其その御樣子ごやうすを見みせらるゝ、蒋生しやうせいは命いのちの瀬戸際せとぎは。弱よわり果はて、堪たまりかねて、「お慈悲じひ、お慈悲じひ、歸かへります、お歸かへし下ください。」と矢やたらに叩頭おじぎをするのであつた。

　其その顏かほも上あげさせず、黒髯くろひげは大喝だいかつして、

「成ならん！」と喚わめいて、

「折角せつかく來きたものを唯たゞは返かへさぬ。奴やつこ、先まづ、名なを名乘なのれ。何なんと云いふ、何處どこの青二歳あをにさいだ。」

　惡わるく僞いつはりを申上まをしあげると、股またから裂さかれさうに思おもつたので、おめ〳〵と親おやの姓せい、自分じぶんの名なを言いふ。

「お慈悲じひ、お慈悲じひ。」

　是これを聞きいて、黒髯くろひげ、破顏はがんして笑ゑみを含ふくみ、

「はあ、嘘うそは言いふまい、此この馬鹿野郎ばかやらう。汝きさまの爺おやぢと、己おれは兄弟分きやうだいぶんだぞ。これ。」

「や、伯父をぢさん」と蒋生しやうせい蘇生よみがへつたやうに思おもつて、はじめて性分しやうぶんの黄きな聲こゑを出だして伸上のびあがる。

「默だまれ！　甥をひの癖くせに伯父樣をぢさまの妾めかけを狙ねらふ。愈々いよ〳〵以もつて不埒ふらちな奴やつだ。なめくぢを煎せんじて飮のまして、追放おつぱなさうと思おもうたが、然さう聞きいては許ゆるさぬわ。」

　と左右さいうを顧かへりみ、下男等げなんどもに言いひつけて、持もつて來こさした握太にぎりぶとな杖つゑ二本にほん。

「這奴しやつ、尻しりを撲くらはせ。」

　畏かしこまつて候さふらふと、右左みぎひだりから頸首えりくびを取とつてのめらせる、とお妾めかけ面おもてを蔽おほうた時とき、黒髯くろひげは眉まゆを顰ひそめて、

「や、撲くらはすのは止やめろ、杖つゑが汚よごれる、野郎やらう褌ふんどしが薄汚うすぎたない。」

　さて〳〵淺間あさましや、親おやの難儀なんぎが思おもはれる。先まづ面おもてを上あげさせろ。で、キレー水すゐを熟じつと視ながめて、

「むゝ。如何いかにも其その面つら、親おやに似にぬ鼻はなの低ひくさを見みろ。あつてもなうても同おなじ物ものぢや、殺そいでくれう。」

　と小刀こがたなをギラリと拔ぬく。

　今いまは早はや、お慈悲じひ、お慈悲じひの聲こゑも嗄かれて、蒋生しやうせい手放てばなしに、わあと泣出なきだし、涙なみだ雨あめの如ごとく下くだると聞きけば、氣きの毒どくにも又またあはれに成なる。

「もう可ようござんす、旦那だんな、堪忍かんにんして遣やらしやんせ。」

　と婀娜あだな聲こゑで、膝ひざを擦さすつて、其その美人びじんがとりなしても、髯ひげを振ふつて肯きかないので。

「其そのかはり、昨日きのふ下百姓したびやくしやうから納をさめました、玄麥くろむぎが五斗ごとござんしたね、驢馬ろばも病氣びやうきをして居ゐます、代驢磨麺贖罪ろにかはつてめんをましつみをあがなはしめん」と云いふ。

「驢馬ろばの代かはりはおもしろい。何どうだ。野郎やらう、麥むぎを搗つくか。」

　生せい、連聲應諾れんせいおうだく。

「はい、はい、はい、何どうぞ、お慈悲じひ、お慈悲じひ。」

「さあ、もう、おやすみなさいまし、ほゝほゝゝ。」

　と婦たぼが袖そでを合あはせる、さらりと簾すだれ。其その紅くれなゐの幕まくの外そとへ、

「失うせをれ。」

　と下男げなん兩人りやうにん、腰こしの立たたない蒋生しやうせいを抱かゝへて、背戸せどへどんと掴つかみ出だす。

　えつさ、こらさ、と麥むぎを背負しよつて、其その下男げなんどもが出直でなほして、薪雜木まきざつぽうの手てぐすね引ひいて、

「やい、驢馬ろば。」

「怠惰なまけるとお見舞申みまひまをすぞ。」

　眞晝まひるのやうな月夜つきよに立たつて、コト〳〵麥むぎを搗ついたとさ。

　縁日えんにちあるきの若人わかうどたち、愼つゝしまずばあるべからず、と唐からの伯父御をぢごが申まをさるゝ。

明治四十三年十二月

底本：「鏡花全集　巻二十七」岩波書店

　　　1942（昭和17）年10月20日第1刷発行

　　　1988（昭和63）年11月2日第3刷発行

※題名の下にあった年代の注を、最後に移しました。

※表題は底本では、「麥搗むぎつき」とルビがついています。

入力：門田裕志

校正：川山隆
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